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業界の動き
▶データから見た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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業界からの報告

●ＤＩ値▲16（前年同月比▲26）
●業種別ＤＩ値
　製造業 ▲20（前年同月比▲30）
　非製造業 ▲13（前年同月比▲23）
●前月比ＤＩ値
　製造業 25ポイント悪化
　非製造業 26ポイント悪化

●ＤＩ値±０（前年同月比▲６）
●業種別ＤＩ値
　製造業 ▲15（前年同月比▲10）
　非製造業 ＋10（前年同月比＋17）
●前月比ＤＩ値
　製造業 10ポイント悪化
　非製造業 ７ポイント改善

●ＤＩ値▲16（前年同月比＋６）
●業種別ＤＩ値
　製造業 ▲15（前年同月比＋10）
　非製造業 ▲17（前年同月比＋３）
●前月比ＤＩ値
　製造業 10ポイント悪化
　非製造業 10ポイント悪化
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　5年前に会社の代表を引き継いだ際、公共事業の縮小等の影響で業
績が悪化していたことから、民間の工事にシフトすることを決断しま
した。「お客様の声を直接聞きたい」という想いから、3年前にガーデニ
ング雑貨店「Gardener’s drawer」を社屋の横に開店しました。昨年
には、甲府駅北口の商業施設に2店舗目を出店しました。出店した目的
は、エンドユーザーとの接点を見出すことが出来なかった従来の形態
から脱却し、お客様が気軽にいつでも相談に来られる環境を整備する
ことにありました。少しずつではありますが店舗の認知が進むにつれ
て「こんなお庭が作りたい」というお客様の来店が増えていることを実
感しています。
　甲府駅北口に出店したことにより甲府駅周辺や市街地の再整備の
ことがよく話題に上がります。山梨県は、県外の方からは自然景観に優
れ住み良い街というイメージを持たれています。しかし、実際に携わっ

ている私としては街並みや街路等の整備はまだまだ行き届いていない
と思っています。山梨県が観光産業を一つの柱にするのなら自然の景
観だけでなく、その観光資源を結ぶ街路を整備し豊かな自然を意識し
てもらえる街並み景観の整備も必要になってくると思います。県外在
住の人達が訪れるタイミングに合わせて植栽帯の整備を行う等綺麗
であることが当たり前の景観を用意することは観光地として重要な条
件ではないかと思います。
　その中で、街路樹の管理等の景観形成に関わる者として、観光地と
しての山梨県にどのような貢献ができるかを念頭に置き、質の良い仕
事をしていきたいと考えています。自然景観だけでなく、甲府の街、山
梨県全体を美しいと感じてもらえるようにしたい、綺麗を伸ばす役割
を担っていきたいと考えます。
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　8月の景況は、お盆休みもあったことから、製造業では稼働
日数も少なく売上、受注量が減少した。
　また、猛暑や台風等の天候の影響を受け青果物や食肉等の
食糧品を中心に価格が高騰したため、消費マインドはこれまで
よりさらに低下している。
　しかし、円安で日本での滞在や買い物が割安になっているの
に加え、政府による査証（ビザ）の発給要件緩和や消費税の免
税制度拡充等により訪日旅行客によるインバウンド消費は宿
泊業を中心に拡大が続いている。
　今後、原材料高や人手不足によるコスト
の増加が続く中で、中国経済の急激な景
気減速の影響による輸出の減少や生産
調整の長期化が予測されるため、近い将
来製造、鉄鋼、宝飾業●では経営状況の
悪化を訴える事業者が増加することが
懸念される。

●情報連絡員からの景況報告の概要
8月分
平成27年

中央造園土木株式会社　代表取締役　今村 尚人

豊かな自然と美しい街並みを ～事業者としての役割～豊かな自然と美しい街並みを ～事業者としての役割～

■製造業
●食料品（水産物加工）／中元商戦は取引先
のカタログ販売中止の影響により減少。生
食材等は冷凍おせちの前倒し受注により全
体の売上は前年同月比100%。
●食料品（洋菓子製造）／好調だった台湾へ
の輸出も停滞したため、全体の売上は前年
同月比94%。国内の消費マインドの低迷や
原材料の高騰により採算は厳しい。
●食料品（製麺）／観光シーズン等により団体
客用の需要が高まった。
●繊維･同製品（アパレル）／受注が増加傾
向。
●木材・木製品製造／見積件数から見て先行
き不透明。
●窯業・土石（砂利）／山梨県内の公共事業が
前年対比2割減のため、厳しい状況。

●窯業・土石（山砕石）／前年同月比（4～7月
合計）で10%以上の製品出荷量が減少し、
さらに諸資材の高騰により利益率は下降気
味。
●鉄鋼・金属①／中国経済の影響でアジアの
生産は下降。
●鉄鋼・金属②／特に悪い状態。リーマンショ
ック時と同様。
●電気機器／中国経済の減速感はあるが、昨
年よりは今年の方が影響感は良い。特に、自
動車関連や半導体製造装置関連、医療機
器関連、航空機関連等は好調。
●宝飾（研磨）／世界同時株安の影響により
海外からのバイヤーのキャンセルが目立っ
た。特に、中国からのビックバイヤーのキャン
セルが相次ぎ取引が低迷。

■非製造業
●卸売（紙製品）／中国経済の悪化の影響に
より9月分の入札が10～20%ダウン。
●卸売（ジュエリー）／中国経済の悪化から中
国のビックバイヤーの来場減により取引が低
迷。国内流通は、相変わらず厳しい。
●小売（青果）／天候不順から入荷量が減少
したため、販売価格は10～20%増となり売
上不振に繋がった。
●小売(食肉)／仕入価格は高値の状況が続
いているが販売価格に転嫁しきれず収益状
況は厳しい。
●小売（電機製品）／猛暑効果により地域店・
量販店ともに売上は前年同月比112%。地
デジ以降、低迷していたテレビが上向傾向。
●小売（石油）／中国経済の悪化等により原
油価格が下がり、それにより卸売価格も下が
っているが、値下がり以上に小売価格が軟
化傾向にあるため粗利益を圧迫。
●商店街（甲府）／猛暑や台風等の天候不順
により来街者の減少が著しかった。
●商店街（大月）／夏祭りイベントも盛会に終
わったが、商店街の売上には結びつかなかっ
た。
●不動産取引／東京からの物件買い取りの依
頼も多いが値引き交渉が厳しい。
●宿泊業（甲府）／外国人宿泊客が増加して
いるため、これまで低価格だった宿泊代を正
常価格へ近づけるホテルも出始めた。

●美容業／猛暑の影響でカットを希望する来
店者が増加した。
●警備業／売上は前年同月比10%減少した
が、前月比は5%増加、販売価格や取引条件
も改善され約2%増。警備員の新規採用が
困難な状況にあるため、警備員の高齢化が
進み建設現場からの要請に対し対応できな
い場合がある。
●建設業（総合）／8月の県内公共工事動向
は、前年同月、件数1%減少、請負金額33%
増加となったが、累計では件数で10%、請負
金額9%減少した。
●建設業（型枠）／工事物件も出始め上半期
に比べ明るい兆し。
●建設業（鉄構）／ある程度の仕事量は確保
し、稼働率も高い。
●設備工事（電気工事）／公共工事も増えて
きているが、全体に物件数や請負金額も少
ない。
●設備工事（管設備）／公共工事の発注の落
ち込みにより売上は微減。円安による原材料
高や技術者の不足等による人件費の増加
により販売価格は上昇傾向。
●運輸（タクシー）／インターハイ等のイベント
がないため、昨年に比べ売上は大幅減。
●運輸（バス）／外国人旅行客等の需要増や
新運賃制度による売上増加に伴い、社員の
給料を微増することができた。


